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社会福祉法人森の会 基本理念 

ひとは皆平等である。 

ひとの命の重さと尊厳を守ること。 

 障害の有無に関わらず、その人なりの能力と可能性を信じること。 

能率や結果ばかりに重きを置かず、相互の啓発こそ重視すること。 

基本理念 

１ 地域で生活する障害者とその家族を、地域と共に支え、地域福祉の充実に努めます。  

２ 利用しやすく質の高いサービスを提供して、障害者の自立と社会参加を進めます。 

３ 利用者が誇りを持って働けるように、安心・安全・快適な場を提供します。 

４ 地域の障害者理解を深めるよう、地域に開かれた活動をします。 

目標 「障害を越えて共にいき共に働こう」 
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Ⅰ 森の会本部事業計画 

[1]  法人の運営 

⒈法人運営と本部機能の充実・強化 

令和 3 年度は、引き続きのコロナ禍ということもあり、理事会と評議員会は、大半が書

面開催となった。緊急事態宣言が解除され、感染者も少ない時期は、理事会のみ 2 回対面

で実施している。議案送付についても、なるべく趣旨が読み取れるように説明文書を添付

し、理解を深めてもらうようにした。新年度も引き続き、コロナ禍終息の兆しが見えない

が、万全の感染対策を行った上で、対面での理事会、評議員会を開催したい。 

また、前年度は、理事会において、森の会の事業、特にオリーブの現状を伝え、理事、

監事から意見を求め、今後の方向性について積極的な意見交換を実施している。まさに、

理事会はそうした協議の場であることを認識し、議論を深めている。今後においてもそう

した姿勢を堅持したい。 

さらに、前年度は、事務局長及び施設長の交代等があり、人事的に大きな分岐点となっ

ている。あわせて理事、評議員の改選期にあたり、評議員選任・解任委員会の開催と審議

を経て、新理事、新評議員の選任という重要な時期となった。 

一方、本部事務局体制も変更があり、本部機能の充実と、各事業所との連携を強化する

準備段階と位置付けた。また、施設長及び職員の参加で、人事考課、給与規程等を協議す

る人事プロジェクトチームの論議が昨年度から継続し、本年度、成案を得る段階となって

いる。 

なお、バオバブとプラタナスに対する東京都の実地指導がしばらく実施されていないこ

とから、いつ指導が入っても万全の対応が図れるよう、日頃から業務の精査と確認を意識

した取り組みを進めたい。ちなみに、前年度は東久留米市の法人の実地指導が実施されて

いる。 

 

⒉中長期計画の策定と具体化 

法人として、長期的展望を持ち、利用者や保護者、地域のニーズに応え、適正かつ効率

的な運営を進めるため、中長期計画を策定する。中期計画は、概ね 3 年間(令和 3 年度から

令和 5 年度)とし、長期計画は概ね 6 年間(令和 3 年度から令和 8 年度)とする。現在、法人

は第 10 期の構想下(令和 3 年度から令和 8 年度、2021 年度から 2026 年度まで)にある。上

記の構想年度は、東久留米市障害者福祉計画の期間と整合性を図っている。中長期計画は、

施設面と人的面に分けて策定をする。なお、中長期計画は、令和 4 年度中に単年度計画と

は別に中長期計画書として製本の上、公表する。 

ちなみに、各事業所は、法人の中長期計画を踏まえ、別途中長期目標を定める。 
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<施設面> 

① 各事業所の開設年次を踏まえ、施設、設備の改修、修繕等を計画的に進めるため、

令和 4 年度中に施設、設備の改修、修繕等の計画と予算措置について具体化する計

画を策定する。また、建物、施設面の管理委託についても見直しを図る。 

② オリーブの居宅介護支援事業所とグループホームの併存を解消するため、令和 4 年

度中にその方向性と改善を進める。 

③ 資源回収、送迎車等の老朽化に向けた買い替え計画を令和 4 年度中に策定する。 

④ 第二生活介護事業所の開設に向けての検討を進める。開設構想は、令和 5 年度まで

に方向性を定める。 

⑤ グループホームたちばなのユニット増(4 ユニットから 6 ユニットへ)について、令

和 5 年度中までに方向性を決定する。 

⑥ オリーブ事業の精査を進め、地域が求める移動支援、居宅介護、日中一時事業等の

再構築を令和 4 年度中に実施する。 

 

<人的面> 

⑦ 人事改革プロジェクトの方向性に基づき、令和 4 年度以降、具体的な給与改定、人

事評価制度の導入を進める。 

⑧ 各事業所において、常勤職員等の採用を検討する。 

⑨ 職員の資格取得を奨励し、東京都はじめ内外の各種研修に派遣するなど、職員の専

門性の向上と次代を担う人財養成を図る。 

⑩ 職員の適材適所での人事異動を定期的に実施する。 

 

<その他> 

⑪ 新型コロナウイルス感染症対策に引き続き積極的に取り組む。対策については、保

護者及び利用者、関係者に対して、早い段階から通知や連絡で周知を図り、理解と

協力を求める。また、引き続き、うがい、手洗い、手指消毒、検温、換気、三密回

避の徹底、抗原検査キットの補充と適正管理について徹底した取り組みを進める。 

⑫ 利用者の人権を擁護し、安全、安心や防災対策の充実とヒヤリハットでの虐待や事

故を未然に防止する体制を構築する。虐待に対しては、重点事項として、反復した

研修に努め、理解が深まる取り組みを進める。 

⑬ 賛助会規程の制定に基づき、利用者や保護者の理解を得て、後援会の発展解消に努

め、新たな取り組みを進める。 
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⒊新型コロナウイルス感染症対策 

令和 2 年に入り、世界的規模での新型コロナウイルスの感染が拡大し、令和 4 年に至る

も終息の兆しがない。東京都及び全国的な規模で、感染状況に応じて緊急事態宣言やまん

延防止措置等が発出されている。並行して 3 回目のワクチン接種についても連日報道され

ている。法人としても、国、東京都、東久留米市の情報を得て、早い段階から各種の通知

を出し、利用者や家族の理解と協力を呼びかけ、密にならない環境の整備、換気、日ごろ

のうがい、手洗い、消毒、マスク着用を呼びかけている。具体的には、利用者や保護者の

立場に立ち、各事業所を閉鎖せず、開設することを方針としている。なお、発熱や体調不

良時の通所等はなるべく控えていただく様に利用者及び保護者に対して周知している。 

また、昨年度から抗原検査キットの導入を進め、対応を強化するほか、東京都や東久留

米市に対して、コロナ対策に係る備品等の補助金申請を行ない、決定を得て、整備に努め

た。一方、不特定多数との接触が予想される東久留米市生涯学習センターまろにえホール

に入っている喫茶部門、移動支援、日中一時、居宅介護支援事業は一定期間中止、再開を

繰り返し、安定期な運営には至っていない。引き続き、国を始め東京都、関係機関の情報

を注視し、迅速な対応に努めたい。 

ちなみに、本年 2 月、各事業所において、一部に陽性者、濃厚接触者等が出て、誰しも

が当事者になり得る状況となったため、プラタナスは数日、閉鎖を実施、段階的な再開に

繋げている。 

 

⒋情報公開および広報活動 

機会ある毎に、職員や利用者、保護者に対して、法人設立の趣旨や歴史的経過、法人

としての理念や目標、活動内容を周知し、理解を深めてもらう。 

① 法人ホームページでの情報公開。 

② 中長期計画及び単年度計画、予算、決算、事業報告等の公開。 

③ 法人広報誌森の会だよりの発行を継続する。 

④ コロナ禍の状況を踏まえつつ、第 2 回目市民福祉講座の開催を企画、実施する。 

 

⒌サービスの評価について 

① 第三者評価 

前年度は、バオバブ及びプラタナスの東京都福祉サービス第三者評価を実施した。

第三者評価は、運営の透明性が担保され、あわせて都民や市民の選択の際の重要な判

断材料ともなり、積極的な受審を進めている。第三者評価の報告書は福祉ナビゲーシ

ョンで公開され、都民、市民がいつでも各事業所のサービス内容の閲覧が可能になっ

ている。また、施設内でも報告書が閲覧できる。 

② 第三者委員への報告と各事業所の巡回を計画的に実施する。 

利用者支援と要望・相談・苦情・虐待防止とヒヤリハットなどを報告し、第三者委
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員との意見交換を進める。利用者及び保護者からの要望等を受ける場ともしたい。 

 

⒍新人職員育成、組織体制の構築 

法人の理念、目標を実現するために、森の会の利用者支援を担う人財養成に力を注ぎ

新人、中堅層を育てる。また、今年度は、前年度から取り組んでいる人事改革プロジェ

クトの議論の終結段階とし、給与改定、人事評価制度の導入など具体的な取り組みを進

める。あわせて、キャリアパスと連動した職員個々の育成計画の策定にも取り組む。な

お、コロナ禍で実施が先送りされている永年勤続表彰等の実施を予定する。 

 

⒎研修 

   法人の理念、目標を周知し、障害福祉の知識と技術を取得するため、年１回職員合同

研修会を開催する。また、各事業所において内部研修を実施し、サービスの質の向上と

日々の実践の振り返りの場としていく。あわせて、東京都を始め内外の研修機会を職員

に提供し、計画的に人財養成を図っていく。 

 

⒏地域との連携 

① 行政との連携 

     東京都、東久留米市役所、東久留米市社会福祉協議会等と連携し利用者が地域で生

活しやすい環境を整えていく。また、行政と連携し森の会の活動の幅を拡げていく。 

② 地域・関係施設との連携 

    地域、関係施設、特定非営利活動法人等と連携し利用者の地域生活を支援する。あ

わせて、地域・他施設との役割分担を明確にし、当法人でやるべきこと、また他法人

等がやるべきことの精査を進める。 

    また、今後とも地域の中で必要な施設となっていけるよう施設の情報を開示し、地

域に貢献していく。関係施設等とは情報交換しつつ地域に根付いた福祉の基盤作りを

行う。 

③ 市民福祉講座の実施 

    地域にある施設として、積極的に情報を発信したいとの観点から、令和元年度は、

元厚生労働省事務次官の村木厚子氏を招き市民福祉講座を開催し、大きな反響があっ

た。今後とも、コロナの終息状況を踏まえ、第 2 回市民福祉講座を企画し、市民の福

祉意識の啓発と共に、当法人への運営に係る理解と支援も視野に入れていく。 

 

⒐地域貢献 

行政、市内の福祉関係機関や東久留米市社会福祉協議会と連携し、地域のニーズを把

握しつつ、森の会として行うべき地域貢献について検討し実施していく。特に、社協が

事務局となって推進している市内社会福祉法人連絡会やさいわい福祉センターの運営委
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員会等にも参加し、意見交換を進めていく。ちなみに、従来からバオバブが実施してい

る資源回収の事業自体が広義の地域貢献であり、高齢者や子どもの見守りの役割機能を

兼ね備えてきたともいえる。また公園清掃等の事業も憩いの場の整備につながっている

ともいえる。プラタナスの事業を含めて、森の会の従来からの役割機能にプラスするよ

うな地域貢献事業を進めたい。 

 

 

[2] 障害者支援における考え方 

基本的考えは、「地域で生き、活動する」こと 

私たちは、障害者が自分の住みたい場所や、慣れ親しんだ地域で生活したいという当た

り前の希望を実現するため、積極的に地域に出て活動している。地域の中で「障害を越え

て共に生き共に働こう」という精神の基、障害者の権利擁護と自立に取り組んでいく。ま

た、法人に対する理解と協力が得られるよう様々な取り組みを引き続き進めたい。 

・ 地域の中で働き、社会参加を実現する。 

・ 障害に応じた適切な支援を得て、意欲を持って働く。 

・ 利用者本人が人として尊厳と権利を持って、地域の中で生きる。 

・ 毎日、継続して活動することで社会性を高め、力を伸ばす。 

・ 必要な支援を得て、権利を擁護され、自己の自立を目指す。 
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Ⅱ 各事業所事業計画 

[１] 広域地域ケアセンターバオバブ 

○事業別ミッション 

１ 利用者が地域に出て働くことで、社会から認められ、また必要とされることで、やりがいや

責任感を持って生活が出来るように支援する。利用者の得意な部分に着目し、就労に必要な

能力が向上するように努めます。 

２ 様々な作業やイベントを通し、多彩な社会性や人間関係を身につけ、働く能力を伸ばし、豊

かな地域生活が営めるよう支援します。 

３ 仲間たちと共に地域の中で生きていくことを目指し、その為のスキルの向上や人間関係の持

ち方を学ぶことを支援します。 

４ 特別支援学校を卒業し、初めて福祉サービスを利用する方や在宅で過ごしてきた方を

中心に地域生活に必要な基本的な生活習慣の獲得や、日中の仕事を中心にした生活リ

ズムを整えていけるように支援します。 

 

1．開所状況 開所日数 月 19～22 日（月曜～金曜） 土曜日の行事あり 

開所時間 9 時～16 時 00 分（自立訓練、就労継続支援Ｂ型） 

年間延 240 日   年間延利用 7,953＝33 人×241 日 

 

2．利用者状況         表 1 日中活動の利用者状況 

 

 

 

 

 

 

 

3．利用者の行政区域 

東久留米市 20 人、練馬区 1 人、清瀬市 4 人、日野市 1 人、新座市 2 人、西東京市 4 人、 

所沢市 1 人 

 

4. 従事者配置  常勤 7 人  非常勤 7 人 

施設長 1 人（サービス管理責任者 1 人兼）、 

職業指導員 4 人（常勤）、  

目標工賃達成指導員 1 人（非常勤 2 人）生活支援員 2 人（常勤 1、非常勤 2 人）、 

会計 1 人、送迎運転手 1 人   

 計 自立訓練 就労継続Ｂ 

定  員 35 人 6 人 29 人 

利用実人員 34 人 2 人 
32 人 

（40 歳以上 14 人） 

平均年齢 38 歳 40 歳 37 歳 
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5. 日 課 ： 作業時間 (月～金 9：00～16：00) 

  9：00～ 9：15 朝の会（仕事の分担決め、連絡事項の伝達） 

  9：15～12：00 作 業（適宜 5～10 分の休憩をとる） 

  12：00～13：00 昼 食 

  13：00～15：30 作 業（適宜 5～10 分の休憩をとる） 

  15：45～16：00 帰りの会 

 

6. 行事予定 

 (1) 行事を通して社会性を育て、利用者・従事者および他施設や地域との親睦を図る。 

   主な行事  表 2 

 

７、中長期目標 

法人の中長期計画を基に事業の中長期の目標を計画立てた。 

 ①、メンバーの利用日数を増やし、安定した経営を目指す。 

 ②、メンバーに安心して通所してもらえるように感染症防止対策を万全に行う。 

 ③、建物が老朽化してきているので、修繕に必要な費用を算定し、計画を作る。 

 ④、メンバーそれぞれの力量にあった作業の提供と工賃を設定していく。 

 ⑤、利用者の高齢化が進んでいるので、定員変更を行ってバオバブに生活介護事業を取

り入れる。 

 ⑥、利用者の特性を理解し、共に働く人材を育成していく。 

 

８、今年度の取り組み 

①、メンバーがより自分の力を発揮し出来るように充実した作業を行う。今年度は新たに

老人ホームの送迎車の消毒作業を受注した。 

②、利用終了後のアルコール消毒を行い、感染症対策を行っていく。感染症対策の研修に

参加する。 

③、利用者獲得に向けて積極的に実習生を受け入れていく。 

④、定期的な建物の点検・清掃・修繕を行う。 

⑤、老朽化している車両があるので、新たな車両を購入する。 

⑥、メンバーの理解を促進する研修に参加し、スタッフの専門性を高めていく。 

3 月 31 日 入所式 

4 月   お花見 

5 月   グループ外出・保護者会 

6 月   スポーツ大会 

7 月 2 日 事業報告会 

8 月 6 日 夕涼み会 

8 月 26 日 森の会 納涼祭 

9 月上旬 障害者雇用促進パネル 

9 月上旬 東部地域センター祭り 

10 月頃 1 泊グループ旅行・保護者会 

12 月 クリスマス会 

令和 5 年１月 14 日  

成人を祝う会・ディスコパーティー 

2 月 避難訓練・総合訓練 

2 月 健康診断(嘱託医による) 

3 月  個人面談 
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○就労継続支援Ｂ型サービス事業 

①資源回収、その他授産事業等の作業を通じて働く能力を高める。 

②一時期企業就労したが、加齢および障害程度の重度化で就労困難になった人を受け入

れる。年齢の高い人たちが多いので、より一層の QOL の向上、維持に努め、精神面も

含めた体調管理に留意する。 

③メンバーの高齢化に伴って、家族の高齢化も進んでいる。地域での生活に移行してい

くために必要な宿泊訓練や余暇活動の情報提供を行っていく。 

④就労を目指す利用者には、必要な知識および能力の向上のための支援をする。 

⑤コミュニケーション能力を高め、社会性を身につけるよう支援する。 

⑥生活をしていく上での、基本的生活習慣が身に付くよう支援する。また、金銭管理が

適正になされていくよう支援する。家庭と連携し、必要に応じて生活支援をする。 

⑦ヒヤリハットの共有化を図り、原因の分析を行ない、事故の発生を防ぐ。 

 

1．利用者状況  定員 29 人   利用実人員 29 人   平均年齢 37 歳 

 

2．従事者配置 サービス管理責任者 1 人（兼務） 

       職業指導員 4 人(常勤 3 パート 2 ）  （法定基準 7.5：１）            

生活支援員 1 人(常勤 1) 

目標工賃達成指導員 1 人 

表 3 就労継続Ｂ型利用者の障害状況  

 

性

別 

男 25 人 年

齢

別 

１８～４０歳 19 人 

女 6 人 ４１～５０歳  6 人 

計 31 人 ５１～６５歳  6 人 

 

3．利用者給与 

    利用者個々の可能性と啓発を大事にし、一人ひとりが十分に働くことを尊重する。 

    利用者の意欲向上や作業内容・達成度を高めていくために令和 2 年 4 月から作業意欲・

能力・内容に応じて工賃金額を 4 段階に設定している。 

  年に 1 回、工賃評価会議を実施、評価表に基づき決定していく。 

  コロナ禍のため売り上げが減少している。100％の支給を目指し、新たな作業を開拓して

いく。 

愛の手帳 

1 度 2 度 3 度 4 度 その他 計 

0 9 16 5 1 31 
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(1) 賃金  就労継続支援Ｂ型 

1．月 11,000 円＋交通費 

2．月 18,000 円＋交通費 

3．月 24,000 円＋交通費 

4．月 30,000 円＋交通費 

 

4．仕事内容 目標・目的 

(1) 資源回収 

目的： 

①仕事を通して地域で自立した生活を目指す。地域の方にバオバブの存在を知ってもら 

う。 

②自立した生活に向けて、社会性を身に付ける。 

目標：売上年間 1,000 万円 

①年月が経つごとに紙資源の回収量は、年２０ｔほど減少している状況である。減少の

少ない雑誌、ダンボールにおいて回収量、売上共に現状を維持できるようにしていく。 

②作業を調整しつつ、新規の回収先を獲得していく。 

③メンバーの力量にあった仕事量にし、作業面だけではなく、メンバー一人ひとりの状

況を把握し、個別支援を充実させていく。    

メンバー支援： 

①全体を見通し、自ら安全管理を意識し作業に取り組めるよう支援する。 

②社会ルールを遵守し、責任感を持ってやり遂げる力を育て、仕事の確実性と持続力を

身に付けられるよう支援する。 

③働きたい気持ちを大切にする。出来たこと、出来なかったことを分かりやすく説明し、

自己認識し、スキルアップできるよう支援する。 

④他のメンバーと協力して作業出来るよう支援する。 

⑤回収物に応じた運び方、仕分け方を学ぶ。 

⑥回収先ではきちんと挨拶し、丁寧な仕事が出来るよう支援する。 

⑦車での移動中も作業中であることの認識を促していけるよう支援する。 

 

(2) 喫茶業務 

目的： 

①「障害を持つ人とともに働く」をスローガンにして、地域で就労と自立を目指してい

ることをより多くの方々に知ってもらう。 

②自立した生活に向けて、社会性を身に付ける。 

目標：売上目標 200 万円 
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①身だしなみを整え清潔を保持する大切さを学んでいく。 

②接客を通じ、地域の方々との交流を深めていく。 

③地域の交流の場として利用して頂けるような場所を目指す。 

メンバー支援： 

①身だしなみを整え、自ら清潔を保てるよう支援する。 

②丁寧に挨拶し、注文等の際相手に伝わるコミュニケーションが学べるよう支援する。 

③接客の流れなど職員の指示がなくとも自分で判断し、行動できるよう繰り返し取り

組み徐々に力をつけていけるよう支援する。 

 

(3) 公園清掃・草刈・農作業 

目的： 

①行政（東久留米市）からの仕事を請け負うことで、地域の信頼・信用を獲得する。 

②メンバーが地域の畑で実際に土に触れあい、農家の人と野菜を育てることで収穫の

喜びを知り、報酬を得ていく。 

目標：売上目標 265 万円 

①一人ひとりに目標を立て自主的に仕事に取り組んでやり遂げられるようにする。 

②請負った仕事を最後まで責任を持ってやり遂げる力をつけ、達成感を得られるように

する。 

③機械・器具を扱う上での危険性を理解し、安全に作業を行う。 

メンバー支援： 

①メンバー個々の状態を考慮した上で、機械・器具を使って草刈が出来るよう支援する。 

②暑い時期は早めに休憩を取り、体調確認を常に行い、水分補給にも配慮する。 

③野菜の収穫、洗浄、計量、袋詰めなど、細かい技術を修得できるよう支援する。 

④着替えや服の草払いなど清潔を意識し、自分でできるよう支援する。作業終了後の

用具洗い、整頓に取り組み、最後まで責任を持って作業に取り組めるよう支援する。 

 

(4)ペットボトルのキャップ ― 回収と選別 

目的： 

①支援を受けることだけでなく、「自分たちに出来る社会貢献」として、このリサイクル活動

に協力する意識を持てるようになる。 

目標： 

①異物サンプルを見ながら、仕分作業ができるようになる。 

②準備から片付け、キャップの貯金箱への納入まで、責任を持ちやり遂げることがで

きるようになる。 

③ペットボトルキャップの作業は単調な仕事であるが、仕事の目的を明確にして、集

中力・持続力を養っていく。 
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メンバー支援： 

①事前に手順を説明し仕事への集中力を高め、自主的な作業が出来るよう支援する。 

②選別の前と後のキャップの置場や入れ物を明確に決め、メンバーにもわかりやすく

表示し自らの力で正確に作業に取り組めるよう支援する。 

③「社会貢献の作業である」ことを分かりやすく説明し、意義ある仕事だと認識する。 

 

(5)受注作業 ― チラシの折・丁合・封入、袋折り、DM 作業等 

目的： 

  ①室内作業で集中力を高め、細かな作業が出来るようになる。 

②利用者の支援形態が多様化しているので、外作業だけでなく、室内の作業を提供し

ていく。 

目標：売上目標 40 万円 

  ①示された作業工程通りに順番に作業を行う。 

  ②「折る」「重ねる」「詰める」という基本的な作業を繰り返すことでスキルアップを

目指す。 

  ③一つひとつの作業が積み重なって、製品が完成するという流れを体得する。 

メンバー支援： 

  ①事前に手順を説明し、仕事への集中力を高め、意欲的に仕事が出来るよう支援する。 

  ②自主的に作業ができるようになるまで、見守りや声掛けを行いながら支援する。 

  ③細かな作業が積み重なることで、一つのもの、製品が完成できることを理解できるよ

うに支援を行い、仕事の達成感やよろこびを知ってもらえるよう支援する。 

  ④メンバーが集中して作業できるよう、作業環境にも配慮していく。 

 

6．就労に向けての連携・支援 

(1)本人の希望を確認し必要に応じて、就労に向けての支援を行う。就労には、自己認識と課

題を乗り越えていく力をつけることが重要である。また、家庭の理解・協力が大切になっ

てくるので、日頃から保護者と密接に連絡を取っていく。 

(2)東久留米市、就労支援室さいわい、回収先の企業、社会福祉協議会等に働きかけ、市内で

の就労のための実習先や就労先を開拓し、連携を深めていく。 

(3)管轄内外の関係機関とも連携を深め、情報収集や就労機会の獲得に努めていく。 

 

7．就労継続に向けての支援 

(1)就労先の企業、就労支援室さいわい等と連携し、現在就労している 5 人を継続して支援し

ていく。 

(2)就労しているメンバーには行事に誘う等、余暇活動の充実も図っていく。 

(3)職場や生活等で困った時には相談できる環境を整え、継続して支援を実施していく。 
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○自立訓練(生活訓練)サービス事業 

① 生活能力の維持・向上等のための必要な訓練を行う。 

② バオバブのルールを通して、社会性を向上させていく。 

③ コミュニケーション能力を高め、新たな人間関係を形成していく。 

④ 資源回収(アルミ)・アルミ作業等の作業を通して、働くための能力を養い、意欲を育む。 

⑤ 必要な病気の治療を継続して行えるよう生活支援し、本人の自覚を促して健康増進を図

る。 

⑥ ヒヤリハットの共有化を図り、事故の発生を防ぐ。 

 

１．利用者状況  定員 6 人  利用実定員 2 人  平均年齢 37 歳 

表 4 自立訓練利用者の障害状況 

 

性

別 

男 2 人 年

齢

別 

１８～４０歳 1 人 

女  0 人 ４１～５０歳 0 人 

計 2 人 ５１～６５歳  1 人 

 

2．従事者配置  サービス管理責任者 1 人（兼務） 

生活支援員 1 人以上 （常勤 1 人 パート 1 人）（法定基準 ６：１） 

 

3．利用者給与 

  利用者個々の可能性と啓発を大事にし、その人なりに十分に働くことを尊重する。 

 (1) 賃金  自立訓練 月 11,000 円＋交通費 

 

4．仕事の計画 

(1) 資源回収 

目的： 

①仕事を通し地域で自立した生活を目指す。地域の方にバオバブの存在を知ってもらう。 

②自立した生活に向けて、社会性を身に付ける。 

目標：売上年間 100 万円 

①年月が経つごとに紙資源の回収量は、年２０ｔほど減少している状況である。減少の

 

都
内
・
外
居
住
者 

 愛の手帳 

1 度 2 度 3 度 4 度 その他 計 

身
障
手
帳 

1～3 級以下       

なし   1 1  2 

計   1 1  2 
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少ない雑誌、ダンボールにおいて回収量、売上共に現状を維持できるようにしていく。 

②作業を調整しつつ、新規の回収先を獲得していく。 

③メンバーの力量にあった仕事量にし、作業面だけではなく、メンバー一人ひとりの状

況を把握し、個別支援を充実させていく。 

メンバー支援： 

①全体を見通し、自ら安全管理を意識し作業に取り組めるよう支援する。 

②社会ルールを遵守し、責任感を持ってやり遂げる力を育て、仕事の確実性と持続力を

身に付けられるよう支援する。 

③働きたい気持ちを大切にする。出来たこと、出来なかったことを分かりやすく説明し、

自己認識し、スキルアップできるよう支援する。 

④他のメンバーと協力して作業出来るよう支援する。 

⑤回収物に応じた運び方、仕分け方を学ぶ。 

⑥回収先ではきちんと挨拶し、丁寧な仕事が出来るよう支援する。 

⑦車での移動中も作業中であることの認識を促していけるよう支援する。 

 

（2）アルミ缶つぶし（資源回収） 

目的： 

①アルミ缶回収の作業を通し地域で自立を目指していることを多くの人に知ってもらう。 

②ルールを守り、責任感を持って仕事をやり遂げる力を育む。 

目標：売上目標 50 万円 

①アルミ缶の量が減ってきているので、回収量を増やすため、新たな協力者を増やす。 

  ②機械を使う作業なので、事故・ケガが起こらないようにする。 

メンバー支援： 

①個人の障害の特性や能力・体調を見極め、意欲を持って作業に取り組んで貰えるよう 

支援する。 

②手順を明確にし、自主的に作業に取り組んでもらう。 

③アルミ缶、スチール缶の選別ができるよう支援していく。 

④缶置き場の掃除をし、清潔に保つことの大切さを学んで貰えるよう支援する。 

⑤季節に合わせた衣服の調整、水分補給を意識して貰えるよう支援する。 

 

5．自立訓練に向けた取り組み・支援 

 初めてバオバブを利用するメンバーが、バオバブの作業や雰囲気に慣れていくための期間

を大切にする。環境が変わり、新しい生活習慣を身に付けていくことが必要になる。この期

間に現状の生活習慣を把握しながら、本人と新たな環境への取り組みについて十分に話し合

っていく。また、作業能力や日常の本人の様子を通してアセスメントし、今後の支援の方向

性を検討する。 
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 [２] プラタナス事業概要 
○事業別ミッション 

１ 利用者が地域の中で活動することを通して、本人の持っている力を活かし、個々の自立を支

援します。 

２ 様々な作業やそれぞれの活動の中で、広く多彩な社会性や人間関係を身につけ、その

人なりの能力を伸ばし、豊かな地域生活が営めるよう支援します。 

３ 仲間たちと共に地域の中で生きていくことを目指し、その為のスキルの向上や人間関

係の持ち方を学ぶことを支援します。 

４ 初めて福祉サービスを利用する方や在宅で過ごしてきた方を中心に地域の中で自立し

た生活を送れるよう生活能力の維持・向上、または働くための力と持続力を養うため

の訓練等を実施し、適切かつ効果的に支援します。 

 

1．開所状況  開所日数  月 20～22 日（月曜～金曜） 土・日の行事あり 

開所時間   9 時～16 時 00 分 

年間延 245 日（行事含む）   年間延利用 7,595 人＝31 人×245 日 

 

2．利用者状況         表 5 日中活動の利用者状況 

 

 

 

 

 

3．利用者の行政地区 

東久留米市 25 人、清瀬市 2 人、新座市 3 人、練馬区１人 

 

4．従事者配置   

 職種別配置 

② 自立訓練（生活訓練）：職員 常勤１人 非常勤１人（常勤換算 0.2 人）    

    看護師１人 医師（嘱託医）1 人 音楽療法士 1 人 絵画指導 1 人 ３Ｂ体操 1 人 

 

 

 

 計 生活介護 自立訓練 

定  員 35 人 29 人 6 人 

利用実人員 31 人 30 人 1 人 

平均年齢 36.6 歳 32.1 歳 41 歳 

施設長（常勤）1 人 、サービス管理責任者１人  

① 生活介護：職員 常勤８人  非常勤 10 人（常勤換算 4.6 人） 

    理学療法士１人  看護師１人  医師（嘱託医）１人  音楽療法士 1 人 

    絵画指導 1 人   ３Ｂ体操 1 人 
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5．日 課 ： 作業時間 (月～金 9：00～16：00) 

８：３０  ～１０：００   送迎 

９：００ ～ ９：４５   作業準備・本人活動（到着した人から） 

    １０：００  ～１０：１５   朝の会（打ち合せ） 

    １０：３０ ～１１：３０   作業・活動（休憩含む） 

    １２：００ ～１３：１５   昼食・休憩 

    １３：１５ ～１５：００   作業・活動（休憩含む） 

    １５：００ ～１５：４５   お茶・帰りの会・帰宅準備 

    １５：４５ ～１７：１５   送迎・迎えで順次帰宅 

 

6．年間行事  表 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 中長期目標  

法人の中長期計画を基に事業の中長期の目標を計画立てた。 

地域ニーズを汲み取り生活介護事業、自立訓練事業の充実を図っていく。 

①建物が老朽化してきているので、修繕に必要な費用を算定し、計画を作る。 

②環境整備を行い、雨除けの軒を増設する。 

③１０年を目途に外壁工事等の準備を進める。 

④外構（植え込み）の有効活用に向けての整備。 

一部コンクリート整備し、一部を畑やビニールハウスにしていけないか。 

⑤生活介護事業の特色を活かした人材育成を行う。 

⑥地域との繋がりを大切にして利用者の存在を地域に発信する役割を果たす。 

⑦人権擁護への取り組み、安全や防災対策、事業継続のための対策に取り組む。 

 ヒヤリハットでの虐待や事故を未然に防止する体制を構築する。 

 

８．今年度取り組み目標 

① 定期的な建物の点検・清掃・修繕を行う。 

② 作業・活動の充実： 

利用者が楽しく毎日通所出来るよう、より充実した作業・活動を行う。 

3 月 31 日 入所式 

4 月   イベント 避難訓練 

6 月～  一泊旅行（グループで開始） 

8 月   夕涼み会 

避難訓練 

8 月   森の会 納涼祭 

9 月   事業報告会 

いのちかがやけ作品展   

12 月 クリスマス会 

にぎやかカーニバル 

令和５年 1 月  

成人を祝う会・ディスコパーティー 

1 月 ぴゅあ・あーと展 

2 月 健康診断・避難訓練 

3 月 個人面談 
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○新しい自主製品の開発、多くの人が取り組める作業の開拓 

○地域美化活動、運動プログラムの充実等 

③ 感染症防止対策を万全に行い、安心安全な環境作りを行う。 

毎日楽しく元気に通所してもらえるように創意工夫する。 

 

○生活介護サービス事業 

①食事、排泄、衣類の着脱、移動などの基本的日常動作の援助を行い、より自立に向け

支援していく。 

②日中の作業、活動を通して、他者との人間関係を学び、生活を豊かにし、地域で生き

ていくことを支援する。 

③身体的ケアの必要な利用者には日々の支援と共に、ＰＴの指導の基ストレッチや必要

な運動を行い、身体的機能の維持・向上を目指す。 

④看護師による健康管理を行い、必要時には、検温、血圧測定、応急措置を行う。家庭

での睡眠、食事量、排泄、疾病などに関することの情報を得て活動の場で反映させ、

様子をみていく。また、てんかん発作など起こった場合の状況や様子、その他、健康

に関することを家庭に報告し、連携を取っていく。 

 

1．利用者状況  定員 29 人  利用実定員 30 人  平均年齢 32.1 歳 

    表 7 生活介護利用者の障害状況 

               

 

 

 

 

 

2．利用率目標 

 利用者の満足度の指標として利用率目標を立てている。令和 3 年度はコロナ禍で少しの

体調不良で自宅待機をお願いしたり、ご家族の PCR 検査でも結果を待っての出勤をお願い

したりと厳しい年となった。また、感染者が出て施設閉所する期間もあった。しかしそん

な中でも生活介護事業ではニーズの高さを感じる一年となった。令和 4 年度も安心安全に

利用者のニーズに応えていけるように努めていきたい。 

都
内
・
外
居
住
者 

 

    愛の手帳 区分認定 

 
 

  1 度 2 度 3 度 4 度 なし 計 区分６（１４人）癲癇６ 

５（１５人）癲癇３ 

４（ １人）癲癇１ 

３（ ０人）癲癇０ 

身
障
手
帳 

１～３級 ３ ６ １   ３ １３ 

な し  １ １５ １   １７ 

計  ４ ２１ ２  ３ ３０ 

性

別 

男 ２０人 
年

齢

別 

１８～３０歳 １６人 

女  １０人 ３１～４０歳  ６人 

計 ３０人 ４１～６０歳  ８人 
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表 8 生活介護利用者の出席状況・次年度目標 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
年間

平均 

令和３年度 

【目標】 
96.8% 96.6% 96.0% 96.1% 95.3% 94.9% 94.9% 92.4% 95.9% 97.2% 95.7% 97.5% 95.8% 

令和３年度 

【実績】 
93.1% 97.6% 92.8% 95.8% 90.4% 91.9% 97.1% 90.0% 94.9% 92.7% 77.3% - 92.1% 

令和４年度 

【目標】 
93.1% 97.6% 92.8% 95.8% 90.4% 91.9% 97.1% 90.0% 94.9% 92.7% 77.3% - 92.1% 

※出席率は契約日で計算している。 

 

3．従事者配置  サービス管理責任者 1 人（兼務） 

生活支援員  22 人（常勤 7 人 非常勤 15 人  申請基準 1.7：1） 

 

4．利用者給与 

利用者個々の可能性と啓発を大事にし、その人なりに十分に働くことを尊重する。 

(1) 賃金  生活介護 月 500 円 （１日／２５円） 

 

  

5．作業内容について 

（1）ボール洗い 

 作業目標：集中して作業に取り組める時間を増やす。 

      任された仕事である意識を持ち、丁寧に作業に取り組む。 

 作業内容：イオン狭山店内ゲームセンターのボールプールのボールを洗っていく作業。専

用の洗剤を使い、「ボールの補充」「洗い」「すすぎ」「拭き」に分かれて流れ作

業で取り組む。１か月 4800 個を洗っていく。 

①1 か月でボールを洗っていけるように計画を立てて取り組む。 

②髪の毛が付着していたり汚れがひどいボールはこまめにチェックし取り除く。 

③予定通り、納品・回収が行えるよう計画し実行していく。 

 メンバー支援： 

①準備・片付けも作業の一環である。進んで取り組めるように支援する。 

②メンバーが自主的に作業に取り組めるよう支援する。 

 

（2）ペットボトルのキャップ 

 作業目標：「私達に出来る社会貢献」であることを意識し、地域と連携して作業に取り組む。 

      落ち着いて座って作業が出来る時間を増やす。 
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作業内容：地域数か所からペットボトルキャップの回収を行う。 

      集めたキャップから異物を取り除き、汚れを落とし、仕分けをする。出来たキ

ャップはバオバブに収め、キャップの貯金箱へ一緒に納入してもらう。 

①キャップの回収のお知らせを作り、回収先を増やしていく。 

②キャップの置場、仕分け後の置場を明確にしていく。 

メンバー支援： 

①準備・片付けも作業の一環である。自主的に取り組めるように工夫支援する。 

②選別前と後のキャップの置場を明確に決め、メンバーにわかり易く表示し混在を防ぐ。 

③「私達に出来る社会貢献」であることをわかり易く説明する。 

 

（3）アルミ缶 

 作業目標：回収量が少ないので少量ではあるが継続して続けていく。 

      回収場所を増やしていく。 

      メンバーが安全に、自主的に取り組めるように支援する。 

 作業内容：各ご家庭、地域からアルミ缶を集め、潰していく。潰したアルミ缶は業者に納

品していく。 

  ①地域の中で活動していることを多くの人に知ってもらえるように、アルミ缶回収のお

知らせを作成し、地域に配り、協力者を増やしていく。 

②アルミ缶作業の環境設定を行い、清潔に、騒音少なく取り組めるように配慮する。 

③機械を使用するため、危険がないように配慮し作業を進めていく。 

 メンバー支援： 

①メンバーが自主的に作業に取り組めるように支援する。 

②個人の障害特性や能力、その日の体調を見極め、自主性を尊重し、ゆっくりと納得し

てから、意欲を持って取り組めるように支援をしていく。 

③季節に応じた作業場所を設定し、過ごしやすい時期は屋外で作業を実施していく。外

で作業を行う場合は衣服調整、水分補給などを常に意識し声をかけていく。 

 

（4）紙漉き、コースター作り 

 作業目標：作業内容に慣れ、ハガキやコースター作りに取り組んでいく。 

      任された仕事である意識を持ち、丁寧に作業に取り組む。 

 作業内容：牛乳パックの回収を行い、牛乳パックの表面のビニールをとっていく。中の紙

をこまかくちぎり、水と混ぜてミキサーにかける。その後、紙漉きし、はがき

状に成形していく。       

      注文を受けてハガキ、コースターの販売。夕涼み会等の行事では受注品として

ハガキ、コースターの販売をしている。また、バオバブ喫茶にコースターを納

品している。 
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 メンバー支援： 

①メンバーが積極的に取り組めるように、スタッフと相談しながら作成していく。 

②各工程に分け、様々な人が作業に取り組めるように工夫する。 

③ミキサーの使用など環境に配慮し行う。 

 

（5）袋折り 

 作業目標：衛生管理について丁寧に説明し、意識して準備ができるようにしていく。 

      仕事として仕上がりや作業スピードなど具体的な目標を持って取り組んでいく。 

作業内容：（株）折兼より内職作業として受託し取り組んでいる。「キムチカン」というブ

ランドのキムチを入れるナイロン袋を折る作業をしている。キムチの液が付か

ないように口の部分を２回折っている。食べ物を入れる袋のため衛生管理に気

を付けている。 

 メンバー支援： 

①作業準備など含め、衛生管理に十分配慮をしていく。 

②出来上がったものは必ずスタッフが検品を行い、不十分な所は支援していく。 

 

(６)自主製品作り 

 作業目標：多くの方にプラタナスを知ってもらう。      

 作業内容：メンバーが描いた絵を製品にして、販売する。 

       ショッピングバッグ・サコッシュ・ランチバック・お掃除タオル など 

      お掃除タオル作りは、意欲的に取り組めるメンバーが多く、定期的な作業とす

る。定期的に絵を描く機会を設け、新しい製品作りを行う。 

      地域のボランティアと協同し素敵な製品を作っていく。 

 メンバー支援： 

①メンバーが積極的に取り組めるように、スタッフと相談しながら作成していく。 

②各工程に分け、様々な人が作業に取り組めるように工夫する。 

 

(７)地域美化清掃 

 作業目標：地域貢献と運動を兼ねて自分たちに出来る活動を行う。 

      地域の方と挨拶が出来るようになる。 

 作業内容：地域のごみ拾い。巡回。清掃。 

 メンバー支援 

  ①メンバーにはトングやごみ袋を持ってもらいごみを拾う。衛生面に気を付ける。 

  ②大きな声を上げたり走り出すことのないように安全面などにも配慮する。 
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6．生活・運動などの活動内容について 

（1）身体の取り組み 

身体的制限がある方や、車椅子の方を中心に、理学療法士（PT）に取り組みメニュー

を組んでもらい、日課の中で行っていく。 

ストレッチや可動域訓練が主となっており、身体の硬縮や筋力、体力の低下を防ぐ。 

スタッフにやって貰うのではなく、本人が力を発揮し、意識して取り組めるように確認

をしながら行う。 

歩行に制限がない方でも歩き方の練習、背筋を伸ばすメニューを作成し、日課の中で意

識して取り組んでいく。 

（2）運動 

公園等に出かけ、歩く、ボールを蹴るなどの活動を行う。運動不足解消や、リフレッシ

ュを目的に週に 3 回の割合で外出していく。また、川沿いや郊外等で長距離散歩も行って

いる。 

その他に 3B 体操の先生に月 3 回依頼し、室内でも身体を使い運動できる機会を作って

いく。 

（3）創作 

週 1 回、本人の表現による絵画や作品作りを行う。創作の先生にも月 1 回来てもらい、

メンバーの持つ感性を豊かに表現する力を身に付けていく。 

また、自分の作品だけでなく、他の人の作品を観て、感じていく心を育てていく。 

（4）音楽 

音楽の先生に毎週 1 回来てもらい、音楽療法により発声を促し、歌うこと、声を出すこ

とを楽しむ。 

音楽に合わせて楽器を鳴らし、喜びを表現して楽しい時間としていく。また、歌う曲を

練習し、様々な場所で発表出来るようになる。 

（5）チームクラブ活動外出 

全体会議を月に 1 回行い、チームごとに話合い、活動の内容や外出の計画を立てていく。 

チーム毎に年に１回、自分たちで企画した日帰り外出を実施していく。 

（原則第 3 火曜。11 月、12 月、1 月、2 月実施予定） 

※令和４年度は一泊旅行をチームで実施予定。前半に一泊旅行に出かけるため日帰り外出

は後半の予定とする。 
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7．週間予定表      表 9 

曜日 軽作業班 体力維持・運動班 

午前 午後 午前 午後 

月 作業 

 

運動 

作業 

作業 

身体の取り組み 

 

運動 

身体の取り組み 

作業 

火 作業 

 

創作 

全体会（月 1） 

作業 

身体の取り組み 

創作 

全体会（月 1） 

水 作業 

運動 

 

音楽活動 

アルミ缶回収（月 1） 

納品（月 1） 

作業 

身体の取り組み 

運動 

音楽活動 

アルミ缶回収（月 1） 

納品（月 1） 

木 作業 

 

作業 

3Ｂ体操（月 2） 

運動 

作業 

身体の取り組み 

 

作業 

身体の取り組み 

3Ｂ体操（月 2） 

金 作業 

キャップ回収 

グループ外出（年 2） 

クラブ活動 

作業 

身体の取り組み 

グループ外出（年 2） 

クラブ活動 

 

○自立訓練（生活訓練）サービス事業 

①生活能力の維持・向上等のための必要な訓練を行い、将来について一緒に考え支援して

いく。 

②コミュニケーション能力を高め、社会性を向上させていく訓練等を行う。 

③作業や活動を通して、働くための能力を養い、意欲を育む。地域に出て活動する。 

④生活支援にも重きを置き、健康増進・生活リズムの安定を図る。 

 

１．利用状況  定員 6 人  利用実定員 1 人  平均年齢 41 歳 

表 10 自立訓練（生活訓練）利用者の障害状況 

 

性

別 

男 1 人 年

齢

別 

１８～３０歳 0 人 

女 0 人 ３１～４０歳  0 人 

計 1 人 ４1～６０歳  1 人 

都
内
・
外
居
住
者 

 

    愛の手帳 合併症 

 
 

  1 度 2 度 3 度 4 度 なし 計 

 身
障
手
帳 

１～３級以下          

な し   １     １ 

計   １    １ 
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2．利用率目標 

 利用者の満足度の指標として利用率目標を立てている。令和 3 年度は利用者が一人であ

った。今年度の利用者も一人であるため、今後は森の会全体として自立訓練（生活）事業

の意義を検討していきたい。 

目標値は令和 3 年度と同様にする。更なる満足度の充実を目指していく。 

 

表 11 自立訓練（生活訓練）利用者の出席状況・次年度目標 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
年間

平均 

令和３年度 

【目標】 
100% 100% 100% 100% 100% 100% 89.5% 100% 100% 100% 100% - 99.0% 

令和３年度 

【実績】 
100% 100% 100% 96.2% 100% 97.5% 97.6% 94.4% 100% 100% 86.7% - 97.5% 

令和４年度 

【目標】 
100% 100% 100% 96.2% 100% 97.5% 97.6% 94.4% 100% 100% 86.7% - 97.5% 

※出席率は契約日で計算している。 

 

3．従事者配置  サービス管理責任者 1 人（兼務） 

生活支援員     1 人（常勤１人   申請基準 ６：１） 

 

4．利用者給与 

利用者個々の可能性と啓発を大事にし、その人なりに十分に働くことを尊重する。 

(1) 賃金  自立訓練 月 500 円（1 日 25 円） 

 

5．作業内容について 

（1）ボール洗い 

作業目標：生活訓練の一環として、今後働いていける技術と集中力を身につける。 

集団で作業活動を行う環境に慣れる。 

 作業内容：イオン狭山店内モーリーファンタジーというゲームセンターのボールプールの

ボールを洗っていく作業。汚れたボールを専用の洗剤を使い、「ボールの補充」

「洗い」「すすぎ」「拭き」に分かれて洗浄していく。１か月 4800 個。予定通

り、洗浄作業・納品・回収が行えるよう計画し実行していく。 

 メンバー支援： 

①メンバー自身が自主的に作業に取り組めるよう工夫する。 

②その日の担当を決め、自分の担当作業に責任を持って取り組めるよう支援する。 

③自分たちが何のためにボールを洗っているのかを知り、働く意欲を高めていく。 
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（2）煎餅作業 

 作業目標：新しい煎餅機械に慣れ、煎餅を製造していく。 

      販売方法、パッケージ、販売場所など検討し実践していく。 

      なお、煎餅機械の稼働率と占有スペースについて継続して検討を加えていく。 

事業の継続も含め早い段階で結論を出していく。 

 作業内容：煎餅機械を使い、たまご煎餅を製造していく。衛生面、安全面に気をつけてい

く。 

 メンバー支援： 

①作業内容が分かり意欲を持って取り組めるよう支援する。 

②火や機械を使うため、安全に気をつけるよう毎回具体的に確認し、注意していく。 

③作業の一連の流れに沿って準備、掃除、片づけまで協力しながら取り組めるよう支援

する。 

  ④機械のメンテナンスや賞味期限の関係もあり、今後作業の方向性について検討する。 

 

（３）紙漉き（コースター・ハガキ作り） 

 作業目標：作業内容に慣れていく。メンバーと一緒に作りたいものを相談し実践していく。 

 作業内容：牛乳パックの回収を行い、牛乳パックの表面のビニールをとっていく。中の紙

をこまかくちぎり、水と色花紙と混ぜてミキサーにかける。その後、紙漉きし、

はがき状に成形していく。現在はコースターとハガキの２種類を作成している。

コースターは型に切り取り、スタンプ等を使い模様をつけていく。ハガキは端

などを整えていく。 

 メンバー支援： 

①メンバーが自主的に取り組めるように、工夫していく。 

②各工程に分け、様々な人が作業に取り組めるようにする。 

③ミキサーやアイロンを使用するため安全には十分配慮する。 

 

（４）袋折り 

 作業目標：衛生管理について丁寧に説明し、意識して準備ができるようにしていく。 

      仕事として仕上がりや作業スピードなど具体的な目標を持って取り組んでいく。 

作業内容：（株）折兼より内職作業として受託し取り組んでいる。「キムチカン」というブ

ランドのキムチを入れるナイロン袋を折る作業をしている。キムチの液が付か

ないように口の部分を２回折っている。食べ物を入れる袋のため衛生管理に気

を付けている。 

 メンバー支援： 

①作業準備など含め、衛生管理に十分配慮をしていく。 

②出来上がったものは必ずスタッフが検品を行い、不十分な所は支援していく。 
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6．生活・運動などの活動内容について 

（1）生活訓練 

月に 2 回、生活能力の維持・向上のための必要な訓練を行う。 

具体的には金銭の学習や使い方、日常生活に必要な様々な事（掃除・洗濯など）を練

習していく。また、将来のことについて話しあっていく。月に 1 回個別に面談を行い、

月間目標と 1 ヶ月の振り返りを実施していく。 

（2）運動 

   公園等に出かけ、歩く、ボールを蹴るなどの活動を行う。運動不足解消や、リフレッ

シュを目的に週に 3 回の割合で外出していく。また、川沿いや郊外等で長距離散歩も行

っている。その他 3B 体操の先生に月 3 回依頼し、室内でも身体を使い運動できる機会を

作っていく。 

（3）創作 

   創作の先生に月 1 回来てもらい、本人の表現による絵画や作品作りを行う。 

  メンバーの持つ感性を豊かに表現する力を身に付けていく。 

  また、自分の作品だけでなく、他の人の作品を観て、感じ取っていく心を育てていく。 

（4）音楽 

   音楽の先生の指導の下、音楽療法により発声を促し、歌うこと声を出すことを楽しむ。 

音楽に合わせて喜びを表現し、楽しい時間としていく。また、歌う曲を練習し、様々

な場所で発表出来るようになる。 

（5）チームクラブ活動外出 

   全体会議を月に 1 回行い、チームごとに話合い、活動の内容や外出の計画を立ててい

く。 

  チーム毎に年に１回、自分たちで企画した日帰り外出を実施していく。 

  （原則第 3 火曜。11 月、12 月、1 月、2 月実施予定） 

  ※令和 4 年度は一泊旅行をチームで実施予定。前半に一泊旅行に出かけるため日帰り外

出は後半の予定とする。 

 

7．週間予定表     表 12 

 午前 午後 

月 作業 
 

運動 作業 

火 作業 創作 生活訓練（不定期） 

水 作業 

 

音楽活動（月 2 回） 

生活訓練（月 2 回） 

木 作業 作業 運動・３Ｂ体操（月 1.2 回） 

金 作業 チームクラブ活動 
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[３] 共同生活援助事業（介護サービス包括型） 

 

共同生活を営む住居で相談・入浴・排せつ・食事の介護、その他のその方にあった日常

生活上の支援を行う。利用者が共同生活を送りながら、住み慣れた地域の中で自立した日

常生活及び社会生活を営めるよう支援し、QOL の向上に努める。 

共同生活の中で、社会性や人間関係を身に付け、豊かな地域生活が営めるよう支援して

いく。 

 

①利用者が自立した社会生活を営む事ができるよう、必要な支援を行う。 

②本人ができる部分は、自ら率先して力を発揮して頂く。また、いまは難しい所も、生

活の中で新たな生活スキルを獲得できるよう支援する。 

③個別支援計画をもとに、利用者の状況（年齢、ADL）に応じた支援を行う。 

④個別支援計画の課題・目標を職員が共有し、計画に沿った支援を実施していく。 

⑤共同生活の場における食事の提供等、日常生活における様々な支援を提供し、自立生

活の実現を目指す。 

⑥日々の体調の変化、加齢に伴う体調の変化等、ご家族や通所施設等と情報共有をしな

がら、本人の様子に留意していく。 

⑦生活習慣を整え、精神面も含めた体調管理を支援し、心身の健康維持に努める。 

⑧災害時・緊急時の対応についてメンバー・スタッフに周知徹底し、分かりやすいよう

貼り出しておくなど工夫する。また、災害時や火災時の避難訓練に取り組む。 

 

○事業別ミッション 

私たちは、「住み慣れた地域で安心して生活し続けたい」という障害をお持ちの方の思い

に応えるため、生活を支える支援の充実を目指します。 

◆GH 科 

１ その人の可能性を信じます。 

２ 一人ひとりの意思/意志を尊重します。 

３ 共同生活を営む住居で相談・入浴・排せつ・食事の介護、その他の日常生活をそれぞ

れのライフスタイルを尊重し、支援します。 

４ 共同生活の中で、社会性や人間関係を身に付け、互いが思い合える生活を支援します。 

５ 住み慣れた地域の中で、自立した日常生活及び社会生活が豊かに営めるよう支援しま

す。 

 

 

 

 



 

 

- 28 - 

 

1．利用者状況 表 13 令和４年４月より 

 

 計 優朋 けやき かりん たちばな 

定  員 25 人 7 人 7 人 7 人 ４人 

利用実人員 25 人 7 人 7 人 7 人 ４人 

平均年齢 43.7 歳 46.8 歳 41.2 歳 48.4 歳   26.5 歳 

     

2．従事者配置（4 ユニット全体）   

管理者：1 名（サービス管理責任者と兼務） 

サービス管理責任者：1 名（管理者と兼務） 

世話人：5.2 名（常勤換算） 

生活支援員：4.5 人（常勤換算） 

 

3．利用者の行政地区 

東久留米市 17 人、清瀬市 4 人、練馬区１人、西東京市１人、新座市 1 人、所沢市 1 人、 

 

  

4．1 日の流れ 表 14 

時間 全体の動き スタッフの動き 

１５：３０  受け入れ準備 

１６：００ 各作業所より帰寮 迎え・受け入れ 

１６：１５ 順番に入浴 入浴介助 

 

１８：３０ 

 

夕食・服薬 

 

配膳・投薬等 

 

 

２１：３０ 

 

自由に過ごす 

 

リビング消灯 

 

見守り・随時支援 

 

各記録等記入 

就寝支援 

 

 
就寝 事務作業・夜間巡回 

６：３０ 朝食・服薬 配膳・投薬等 

 

８：２０ 

出勤準備 

各作業所へ 

連絡ノート記入 

送り出し 

９：００  掃除 

※ユニットにより時間の差がある。 
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5．年間行事予定 表 15 

 グループホーム スタッフ 

4 月 お花見 スタッフ会議 

5 月 保護者会 スタッフ会議 

6 月  スタッフ会議 

7 月 事業報告会 スタッフ会議 

8 月 夕涼み会・森の会納涼祭 個別支援計画モニタリング 

9 月  
健康診断（地域支援部職員全体） 

スタッフ会議 

10 月 ★GH 合同お楽しみ会 スタッフ会議 

11 月  スタッフ会議 

12 月 
保護者会 

▲クリスマス会 
スタッフ会議 

1 月 新年の会 スタッフ会議 

2 月 節分 法人研修スタッフ会議 

3 月 ひなまつり 健康診断（夜勤職員）スタッフ会議 

※上記以外に誕生日は、各ユニットでお祝いをする。 

※行事は、感染症の状況に応じて無理なく実施する。 

※月に 1 度、地域支援部会議（常勤のみ）を行う。ユニット会議(非常勤職員含む)は必要に

応じて実施する。 

 

6．支援内容について 

（１）生活 

・日々の暮らしの中で必要な支援（洗濯・掃除・荷物の管理・食事の提供・入浴・排泄・

身だしなみ・金銭管理・連絡調整等、生活に関わること全般）をその人にあわせて実施

していく。 

・利用者が安心して生活できる環境を作る。 

・ご自身の力、持てる力を最大限発揮し、それを自信に繋げていけるよう工夫しながら、

支援を行う。 

 

（２）健康管理 

・服薬管理や必要に応じて、通院同行を行う。適切な健康管理を実施するため、訪問医療

や看護、歯科など様々なサービスも利用していく。 

・食事はバランスに配慮しながらも、日々のちょっとした楽しみができるよう工夫する。 
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・健康が維持できるよう支援していくとともに、気持ちの面でも健康に生活できるよう支

援する。 

・感染症などへの予防対策を引き続き実施していく。発生時には作成したマニュアルを基

に対応する。状況に応じて、臨機応変に対応していく。 

 

（３）関係機関との連携 

・入居利用者が通う日中事業所や利用している相談支援事業所、主治医等、様々な機関と

連携し支援していく。 

・地域の方々の理解と協力を得て、地域の中で生活を続けていけるよう力を注いでいく。 

 

（４）その他 

・土日の余暇など積極的に移動支援を利用し、様々な自己実現を図る。 

・震災時には防災計画・事業継続計画（BCP）を基にできうる限り支援を継続する。 

・職員は内部・外部研修へ積極的に参加し、支援技術・知識・意欲の向上等、自己研鑽に

努める。 

 

7．中長期目標 

法人の中長期計画を基に事業の中長期の目標を立てた。 

地域ニーズを汲み取り GH 事業の充実を図っていく。 

①令和４年度中に優朋にスプリンクラーを設置する。 

②環境整備を行う。特に１０年経った優朋・たちばなを中心に電化製品などの買い替え、建物内

部の点検や必要に応じて修繕を行う。 

③各ユニットに、食洗器やネット環境など時代の変化に合わせた設備の導入を検討していく。 

④年齢を重ねた利用者も多いため、訪問看護や医療などの利用を検討したい。より健康管理が丁

寧に実施できる環境を作っていく。 

⑤地域の方を積極的に採用していく等、人材確保・育成に努めていく。 

⑥オリーブの引越しに伴い、空いたスペースの活用を検討する。具体的には令和５年度までにリ

フォームを行い、たちばなを４床→６床に増床したい。 

⑦人権擁護への取り組み、安全や防災対策、事業継続のための対策に取り組む。 

 ヒヤリハットでの虐待や事故を未然に防止する体制を構築する。 
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[4] 生活支援センターオリーブ  
 
生活支援センターオリーブでは、障害のある人の自立を支援し、その生活を豊かにして

いく様々な援助活動（移動支援、日中一時支援、居宅介護）を実施します。 
障害を持つ人が住み慣れた地域で一人の人間として当たり前の生活が送れるように、 

ご本人とその家族を支援する。 
昨年度に引き続き、オリーブ事業の再構築を進めていく。 

 
 ○事業別ミッション 

 私たちは、「住み慣れた地域で安心して生活し続けたい」という障害をお持ちの方の思

いに応えるため、生活を支える支援の充実を目指します。 

◆生活支援科 

１ 社会参加や余暇活動など、ご本人が希望する楽しみが実現できるよう支援します。 
２ 自立し、地域で暮らし続けるため、生活を支える身体的支援等のサービスを提供し

ます。 
３ 障害のある方を日常的に支えている、ご家族を応援します。 

 

 

2．活動内容 

（1）移動支援事業  

外出の為の支援を行う。生活上必要な外出や映画、買い物などの余暇活動を一人ひ

とりの声や希望に沿って支援していく。 

 

（2）日中一時支援事業（東久留米市在住者のみ利用可能） 

・保護者等の冠婚葬祭への出席や急病、レスパイト（休養）などの為の日中の一時支

援を実施する。 

・ 家庭ではない場所で生活していく練習をする。入浴など自分で取り組む練習をする。 

※今年度は引越しのため、4 月より一時事業を休止する。引越しが完了次第、事業を

再開する。 

 

（3）居宅介護事業   

それぞれに必要な支援や介護 (入浴支援、家事援助など)を行っていく。 

 

 （4）その他  

   生涯学習教室（サッカー、色いろ会、音のわ）に協力していく。 

   ①色いろ会(書道教室) 

一人ひとりに合ったお手本を先生が書いて下さるものを、作品にしたり、 

書道の本から自分自身で書きたいものを選び練習をする。 

   ※月１回 土曜日 10：00～11：30 

主な作品の出展  8 月 東久留米市東部地域センターまつりで作品展示 

        8 月 森の会 納涼祭にて作品展示 
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        9 月 いのちかがやけ作品展に出展 

        11 月 多摩六都フェアぴゅああ―と展 作品応募 

        1 月     〃         作品出展 

 

②音のわ(音楽療法) 

声の出し方や呼吸法、身体をほぐして身体全体で歌うことやリズムをとる。一つの 

曲をみんなで歌い上げたりして、楽しみや達成感を感じる。 

※月１回 土曜日 10：00～11：10 

主な参加の内容  10 月 市民文化祭 「コーラスの集い」 

NPO 法人 MEIMI-CLUB と共同参加 

         12 月 にぎやかカーニバルに参加 

 

③サッカー・フットサルのスポーツ活動支援 

体育館やグラウンドにて行われるサッカー教室通いの支援、サッカーの技術や身

体能力の向上、チームプレイによる団結力やチームワークを育くむ。 

※毎週木曜 16：30～18：30 場所：神宝小学校 

 主な参加の内容  7 月 サッカー王選手権大会 

          2 月 ウィングスカップ・フットサル大会 

 

3．契約市（実績） 

東久留米市（49 名）西東京市（4 名）東村山市（2 名）新座市（3 名）清瀬市（5 名） 

練馬区（2 名）日野市（1 名）所沢市（1 名） 

 

4．ヘルパー登録者数(毎年 4 月に契約を更新) 

・男性：4 名、女性：13 名 

 

5．事業所開所時間 

火～土 9：00～17：00 

事務所体制 

・常勤   1 名（週 5 日）勤務時間 火～土 9：00～17：00 

 

6．地域の事業所との連携 

市内の移動支援・日中一時支援を行っている事業所と連携をし、情報共有に努める。 

支援を行う上で、要望や要求がある時は事業所同士で話し合いの時間を持ち、市の

障害福祉課へ相談をしていく。 
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7．依頼見込み 

                                           表 16  

 移動支援  日中一時 居宅介護 自主利用 

令和 4 年 4 月 60 0 4 5 

        5 月 60 0 6 6 

    6 月 60 25 4 6 

    7 月 60 25 4 6 

    8 月 60 25 5 5 

    9 月 60 25 4 5 

       10 月 60 25 4 5 

11 月 60 25 5 5 

   12 月 60 25 4 5 

令和 5 年 1 月 60 25 4 5 

2 月 60 25 4 5 

3 月 60 25 4 5 

                              延べ人数/月    

※令和 4 年度は日中一時の休止やコロナ禍の影響で利用は大きく変動する。 

 

8．中長期目標 

法人の中長期計画を基に事業の中長期の目標を計画立てた。 

地域ニーズを汲み取り地域生活支援事業の充実を図っていく。 

①安定した経営を目指すため、経営の抜本的な見直しを行う。 

②ヘルパーの育成、人材確保を目指す。 

③地域のニーズを正確に捉え、事業を再構築していく。 

④地域の他の事業所とも連携し、地域支援事業について（単価の見直し等）行政に対して意見し、

地域生活支援事業の発展に尽力する。 

⑤人権擁護への取り組み、安全や防災対策、事業継続のための対策に取り組む。 

 ヒヤリハットでの虐待や事故を未然に防止する体制を構築する。 

 

9．今年度の取り組み目標 

①オリーブの事務所を移転する。 

②ヘルパーの募集を行い、人材確保を目指す。 

③感染症には十分配慮し、ヘルパーも利用者も安心できる環境を目指していく。 

④地域生活支援事業が発展していくよう他事業所と連携し、行政とも話し合いを重ねていく。 
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［5］特定相談支援事業 

 様々な障害を持った方々が、自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、サ

ービス等利用計画・継続サービス利用支援（モニタリング）を作成する。また、計画・モニ

タリング時期に関わらず、本人・環境の変化があった場合、その都度計画を変更していく。

主に森の会のサービス利用者約 70 名を対象に実施する。 

利用者の成育歴や現在の生活状況等を聞き取り、そこから本人の課題、必要なサービスを

検討する。また、ケースによっては医療や様々な社会資源と連携を図り、本人が主体的に自

分の希望を実現できるよう伴走型支援を行っていく。 

 自立支援協議会（相談支援部会）へ事業の状況や困難事例等を提供し、関係機関内で情報

共有を行う。行政や他団体と協力し、地域全体の問題として捉え解決に努力する。地域福祉

の推進に努力し、地域資源の拡大を図る。 

 

Ⅲ 利用者支援 

１．個別支援計画 

⑴個々の可能性、自発性を引き出し、社会性を高め、本人主体の自立にむけた個別支援

目標を設定する。 

⑵個別支援計画の観点 

①利用者・保護者と話し合って、本人のニーズを的確に捉え、達成できるよう支援の

方針、目標を決める。 

②目標を利用者自身が把握・自覚し、希望する事柄に主体的に取り組めるよう、具体

的に支援し練習を重ねる。 

③計画決定に際しては、自分の意思を明示できるよう支援し、本人の意思決定を尊重

する。 

⑶個別支援計画の作成・見直し 

①個別支援計画作成会議・個別支援計画見直し会議・スタッフ会議等で話し合い、本

人の意向に即した支援計画を作成し支援目標を決定する。従事者全員が共通認識の

下で支援できるよう連携を図る。 

②具体性のあるサービスを実施するため、必要に応じて計画の見直しを行う。 

③自立訓練事業は年４回、就労継続支援 B 型事業・生活介護事業・共同生活援助事業

は年２回、定期的に見直して適切な評価をし、時間をかけて支援の充実を図る。 

⑷家庭や地域社会での役割を持つ。 

本人の能力を活かし、家庭や地域の一員として存在し、かつ役割を果たせるよう、

家庭や地域と一緒になって多方向からの支援を行う。 

⑸地域ネットワークを構築する。 

地域資源を活用し暮らしの力をつける。また、地域社会の支援を受け、本人らしい
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生活を支援するために地域・福祉・保健・医療・労働・教育などと連携し、地域ネッ

トワークを構築する。 

⑹個別面談 

利用者・保護者・施設長・担当者と話し合いをする。評価できること・できた事、で

きなかった事を確認し、次の目標を決め、分かりやすく説明する。生活全般にわたって

の本人の意向とニーズを確認し、必要な支援を行う。必ず利用者及び保護者の同意を得

て支援を行う。 

⑺生活支援 

基本的生活習慣が身に付くよう支援する。また、金銭管理が適正に行なわれていくよ

う支援する。家庭状況に応じて必要な生活支援をする。 

 

2. 地域交流、レクリエーション活動における支援 

 昨年度は、新型コロナウイルス感染症拡大のため、どの行事においても開催は難しかった。

今年度も感染症に留意しながら、安全・安心を第一として行事を検討していく。 

(1)成人を祝う会と生バンドによるディスコパーティーの継続開催 

地域の方々への呼びかけを多くし、発展させていく。 

音楽に合わせて利用者自身が主体的に参加し、リズムに合わせて自然体で楽しめるように配慮

し、親睦をはかる。 

(2)夕涼み会 

  市内福祉団体よる合同夏祭り。地域にも開催が浸透し、貴重な交流の場となっている。 

バオバブ・プラタナス・オリーブでもお店を出し、自主製作品等を販売している。多く

の方に参加していただけるよう宣伝していく。 

(3)納涼祭 

森の会法人行事として、8 月下旬に前沢地区にて行う。地域の方々との交流の場として

いく。 

(4)スポーツ大会 

スポーツを通して事業間の交流を図っていく。 

(5)日帰り旅行・一泊旅行・グループ外出活動等 

バオバブは日帰り旅行、一泊旅行を実施する。プラタナスは年に２回のグループ外出、

一泊旅行を実施する。外出活動を通して、生活を楽しみ、社会性を養う。 

(6)地域との交流 

  [バオバブ] 

  ①回収作業を通して地域との交流を大切にする。元気に挨拶し関係を深めていく。 

  ②バオバブだよりやイベントのお知らせ等を配布して地域と交流を図っていく。 

  ③地域自治会の災害時避難訓練連絡会に参加し、災害時や日常の連携体制を築いてい
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く。 

  [プラタナス] 

  ①地域懇談会を開催する。 

   年に１回（要望があればその都度）開催し、地域との交流を図る。 

  ②プラタナスだよりやイベントのお知らせ等を配布して地域と交流を図っていく。 

  〔オリーブ〕 

  ①オリーブだよりを作成し、地域へ配布している。オリーブだよりには活動内容の記

事やサークル活動の写真、活動スケジュールや予定を掲載している。 

 

3. 健康管理 

[バオバブ] 

⑴健康診断  

年１回、ベトレヘムの園病院にて健康診断を受けていく。 

嘱託医による内診や医療相談を受ける。 

⑵「手洗い」「うがい」を指導・励行し、室内消毒とともに新型コロナウイルス・インフ

ルエンザ・ノロウィルス等の感染症対策に取り組む。 

⑶利用者の健康状態・精神状態を的確に把握し正しく対処できるよう、家庭・共同生活

援助との連絡を密にする。睡眠・食事内容についても配慮する。 

⑷日ごろの体調に気を配り、主治医と連絡を取り指示を仰ぎ、必要に応じて通院する。 

⑸健康診断の結果は、家庭･生活寮に伝え、必要があれば予防・治療に努めてもらう。 

⑹薬の預かりと投与については、既存のマニュアルに沿って細心の注意を払い、誤薬・

飲み忘れに気をつける。 

[プラタナス] 

⑴健康診断  

年１回、ベトレヘムの園病院にて健康診断を受けていく。    

月１回 嘱託医による内診や医療相談を受ける。 

⑵毎週水曜日に看護師による健康管理を行い、体重と血圧を月１回計測し本人の状態を

把握していく。必要時には、検温、応急措置を行う。家庭と連携を取る。 

⑶「手洗い」「うがい」を指導・励行し、室内消毒とともに新型コロナウイルス・インフ

ルエンザ・ノロウィルス等の感染症対策に取り組む。 

⑷利用者の健康状態・精神状態を的確に把握し正しく対処できるよう、家庭との連絡を

密にする。ショートステイ利用者が多いので、睡眠・食事内容や形態についても配慮

し、規則正しい生活が送れるように支援する。 

⑸日ごろの体調に気を配り、主治医と連絡を取り指示を仰ぐ。必要に応じて通院する。 

⑹理学療法士による機能訓練を日常に取り入れ、体操や訓練の継続で、身体能力後退予

防に努める。ラジオ体操や音楽体操を取り入れ、日常的に身体を動かしていく。 



 

 

- 37 - 

 

⑺薬の預かりと投与については、既存のマニュアルに沿って細心の注意を払い、誤薬・

飲み忘れに気をつける。 

⑻昼食後、歯磨きを実施し口腔ケアに努める。 

 

4. 施設内外での支援 

⑴深い相互理解を基に信頼関係を築き、充実した生活が送れるよう支援する。 

⑵寒・暖等の天候に対して衣服・施設環境の調節を行う。 

⑶施設内或いは施設周りの衛生管理･清掃に気を配る。感染症が流行しないよう留意する。 

⑷地域で支援を受けて、社会人としての規範を身に付ける。 

⑸全ての場所で事故のないよう常に配慮する。危険個所はすぐに修理する。 

 

5．活動の継続･発展に向けて 

⑴パンフレット・ホームページ等を通じて、地域の方々に広く活動を知ってもらう。 

⑵随時、資源回収協力のチラシを配布する。 

⑶職員は日誌・会議録・連絡文書等の活用、声かけにより連絡を密にし、利用者への対応や

支援への共通認識を持つ。支援に際しては、常に学習や自己点検を行い、利用者支援の充

実・発展に努める。 

⑷新規事業開発に果敢に挑戦し、作業科目の拡大に努める。 

 

Ⅳ 権利擁護 

1．利用者の権利擁護に取り組んでいく。 

⑴平成 25 年 12 月 4 日に「障害者権利条約」（あらゆる障害者の、尊厳と権利を保障するた

めの権利条約である。）が批准された。 

この法律は、国際人権法に基づいて人権の視点から考えて作られた。障害のある人の多く

が、差別、乱用、貧困に晒されていて、個人は他の個人とその個人の属する社会に対して

義務を負い、国際人権法に定められた人権を促進する責任があることが明記されている。 

①当事者の自尊心、自己決定の重視。 

②不可侵性の保護、雇用や医療を受ける機会も含めた生活のあらゆる場面における差別禁

止。 

③障害をもつことに由来する社会からの隔離や孤立の防止。 

④個性と違いを尊重された上での被選挙権をも含めた社会参加の権利。 

⑤医学的乱用、実験からの保護やインフォームド・コンセントの権利。 

など、社会全体の偏見を無くす意識向上の政策の必要性が強調されている。 

私達は、利用者の尊厳と権利を保障していくために人権について学び、本人の自律を支

援していく。 
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⑵平成 24 年 10 月 1 日より「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法

律」（通称「障害者虐待防止法」）が施行された。 

この法律は、虐待によって障害者の権利や尊厳が損なわれ、自立や社会参加の妨げとなら

ないよう、全ての人が障害者に対して虐待をしてはならないことを定め、また国及び地方

公共団体は虐待の防止と虐待を受けた障害者の迅速かつ適切な保護と必要な支援を行う

ことを責務として定めている。 

私達も虐待の防止と早期発見、迅速かつ適切な対応を図り、障害者の権利擁護を実践し

ていく。 

① 日々の支援で「虐待または子供扱い」などに当たる行為はしないよう内部研修をする。 

② 一人ひとりの障害を認識し、利用者の要望、気持ち、訴えに耳を傾けていく。 

③ 生きる主体は本人であり、管理するための支援や一方的な支援にならない様努める。 

④ さまざまな機関、団体と連携し、防止に取り組む。 

私達は、常に支援内容を点検し、障害への知識を深め、虐待のない支援を実践する。 

⑶平成 25 年 6 月に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（通称「障害者差別解

消法」）が制定された。平成 28 年 4 月 1 日から施行されている。 

この法律は、障害のある人への差別をなくすことで、障害のある人もない人も共に生き

る社会をつくることを目指している。「不当な差別的取扱い」「合理的配慮をしないこと」

が差別となる。例えば、「障害がある」という理由だけでスポーツクラブに入れないこと、

アパートを貸して貰えないことなど、障害のない人と違う扱いを受けているので、「不当な

差別的取扱い」であると考えられる。ただし、他に方法がない場合などは、「不当な差別的

取扱い」にならないこともある。 

次に、障害のある人が困っている時にその人の障害に合った必要な工夫や、やり方を相

手に伝えて、それを相手にしてもらうことを「合理的配慮」という。障害者差別解消法で

は、役所や会社・お店などが、障害のある人に「合理的配慮をしないこと」も差別となる。 

①日々の支援の中で「不当な差別的取扱い」や「合理的配慮をしないこと」などに当たる

行為はしないよう内部研修をする。 

②一人ひとりの障害を認識し、その人にあった方法で支援していく。 

③生きる主体は本人であり、管理するための支援や一方的な支援にならない様努める。  

④地域社会に対して「障害者差別解消法」について知って貰えるよう啓発活動に努める。 

⑷事業所での権利擁護に対する具体的な取り組み 

①利用者への「権利擁護」の取り組みに対する丁寧な説明と周知をしている。様々な情報

は掲示物や配布物として情報提供していく。 

②非常勤スタッフを含むすべての職員に対して、「障害の特性」「権利擁護」「虐待防止法」

に関する内部研修を実施していく。 

③機関誌や地域懇談会の中で情報を発信し、障害への理解・権利について地域社会へ伝え

ていく。 
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2．苦情解決について 

⑴苦情対応規程により対応する。 

⑵利用者が苦情の申し立てをし易くするため、事業所内に担当者名を掲示する。 

⑶具体的な対応方針 

①苦情申出者の話を良く聞き、サービスの質と信頼性の向上を図れるように配慮すると共

に、合わせて個人情報にも配慮しながら苦情対応規程に沿って対応する。 

②苦情申出者が満足する解決ができなかった時は、第三者委員や東京都社会福祉協議会運

営適正化委員会を紹介する。 

③対応状況については、理事会・評議員会・事業報告会で報告する。 

④年１回、第三者委員に事業内容及び相談・要望・苦情等についての報告をする。 

 

3．個人情報について 

⑴利用者の権利擁護に努め、個人情報については個人情報保護規程に基づき取扱う。 

⑵所内のみならず、関係機関との連携においても、細心の注意を払っていくものとする。 

①利用者・保護者に個人情報（マイナンバー含む）に係わる利用目的を明示し、個人情報

提供に同意してもらう。 

②職員は、利用者・職員の個人情報を外部に漏らすことがないよう規程等で明示する。 

 

Ⅴ 学校等との連携 

1. 実習生の受け入れ 

⑴ 対 象  

①特別支援学校に在籍中の者   

②他施設、作業所等の利用者   

③在宅の心身障害者 

④市役所や福祉団体から支援を要請された者  

⑤福祉および特別支援教育等で学んでいる者  

⑥その他、希望者 

 ⑵ 実習前の懇談 

本人や学校、通所先、保護者などから実習中や実習後の希望を聞く。また、本人の様

子や希望を前もって聞き実習の態勢を組む。 

⑶ 実習反省会 

本人・学校・保護者・事業所とで実習を振り返って率直に話し合う。 

進路希望等についても確認する。 

 ⑷ コロナ禍での対応 

   実習については、コロナ禍である状況を踏まえ、最大限の感染予防措置を講ずる。こ
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の点については、学校・本人の理解と協力を求める。  

 

2. 中高生の体験学習、ボランティア、見学等の受け入れ 

コロナ禍での対応については、対象となる中高生、ボランティア、見学に際して、最大限

の感染予防措置を講じる。場合によっては、受け入れができない場合もあることを事前に周

知しておく。 

⑴目 的 

①森の会の事業を広く知ってもらい、社会における障害者理解を広げてもらうため。 

②一般社会の価値観や感覚を取り入れ、閉鎖的にならず地域に開放された施設作りのため。 

③福祉施設を特殊な世界に位置づけることなく多様な人と触れ合う場とするため。 

④様々な年代・職業の人の協力を得て、交流と利用者支援の充実を図るため。 

⑤利用者・職員の個人情報を外部に漏らすことが無いよう書面等で明示し伝える。 

⑵対象事業 

①作業補助、活動補助 

②行事や旅行への参加等 

⑶募 集 

①新規：市社会福祉協議会から、ボランティアを紹介してもらい協力を依頼する。 

②継続：ボランティアや実習で利用者と関わりのある人に年間予定に入れてもらえるよう

随時行事等を知らせ、呼びかける。 

⑷他団体からの受け入れ 

①市社会福祉協議会の「体験ボランティア事業」から、地域ボランティアを受け入れる。 

②地域の中学生・高校生・大学生の体験学習に協力し受け入れる。 

 

3.学校・地域等での交流 

⑴目 的 

①森の会の活動を広く知ってもらう。 

②地域や学校関係者と意見交換し、一般社会の価値観や感覚を得て、地域に開放された施

設作りをする。 

③福祉施設を紹介し、誰もが地域で生きることを広く知ってもらう。 

⑵対 象 

①小学校、中学校における地域学習の授業と実習 

②その他依頼があった施設、機関 

⑶募 集 

①市社会福祉協議会と連携を図り、依頼を受ける。 

②各機関から直接依頼を受ける。 
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Ⅵ 研 修 ・会 議  

1. 従事者研修 

 ⑴従事者は、施設外研修に積極的に参加し、学習する。 

  （東京都・東久留米市・東社協・さいわい福祉センター・保健所・消防署・その他） 

従事者は専門職としての意識を持ち、研修を通じて自己の専門性を高め、利用者支援

を深める。 

   研修内容をまとめ、発表し、情報を共有化する。 

⑵施設内研修を実施する。日々の活動を振り返り、より適切な利用者支援を実施していく

ため障害への理解を深め、意見交換し、互いの支援知識を高め共有化する。 

（利用者への権利擁護・虐待防止・合理的配慮・障害の特性への知識・事例など） 

（職員の職務分担と理解・新任職員へのＯＪＴ・支援計画の策定など） 

 

2. スタッフ会議・全体スタッフ会議 

[バオバブ] 

⑴常勤による月２回の｢スタッフ会議｣と、この会議に出席できなかった常勤及び非常勤へ

の「申し送り会議」の二部制としている。また、ヒヤリハットの共有化を図る。 

⑵毎日の｢振り返り｣（正職員・準職員）で検討されたこと、報告されたこと、連絡事項は

業務日誌に記入する。職員は、出勤日の朝、日誌を見て確認する。様々な報告や意見は

必ず次のスタッフ会議に反映させ検討する。 

⑶必要があれば緊急スタッフ会議を開く。 

⑷スタッフ会議の内容 

①個別支援作成と検討      ⑤行事の立案、確認、話し合い   ⑨ケース会議 

②支援計画の具体化と実践報告  ⑥苦情処理の確認、周知徹底    ⑩会計報告 

③作業の予定と実践報告     ⑦研修報告             （各作業） 

④業務連絡           ⑧法人本部の予定、報告      ⑪その他 

⑸全体スタッフ会を開く。必要があれば緊急全体スタッフ会議を開く。 

⑹スタッフ会議の内容は報告書を作成し、全スタッフに配布する。スタッフ全員が情報を

共有し支援・運営を行う。 

⑺草刈、喫茶等作業グループごとの会議も定期的に行い、内容を報告する。 

[プラタナス] 

⑴常勤による月２回の｢スタッフ会議｣と、この会議に出席できなかった常勤及び非常勤へ

の「申し送り会議」の二部制としている。 

⑵毎日の｢振り返り｣（正職員・準職員）で検討されたこと、報告されたこと、連絡事項は

業務日誌に記入する。職員は、出勤日の朝、日誌を見て確認する。様々な報告や意見は

必ず次のスタッフ会議に反映させ検討する。 
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⑶必要があれば緊急スタッフ会議を開く。 

⑷スタッフ会議の内容 

① 個別支援作成会議と検討   ⑤行事の立案、確認、話し合い    ⑨ケース会議 

② 支援計画の具体化と実践報告 ⑥相談・苦情の確認、対処の周知徹底 ⑩会計報告 

③ 作業の予定と実践報告    ⑦体調管理（医師。看護師・ＰＴ）   ⑪研修報告 

④ 業務連絡          ⑧法人本部の予定、報告        ⑫その他 

⑸全体スタッフ会を開く。必要があれば緊急全体スタッフ会議を開く。 

⑹スタッフ会議の内容は報告書を作成し、全職員に配布する。全員が情報を共有して支援・

運営を行う。 

⑺グループごとの会議も定期的に行い、内容を報告する。 

⑻朝夕の申し送りで、毎日の利用者の様子・対応について報告し、話し合っている。 

〔地域支援部〕 

⑴地域支援部会議（月 1 回） 

⑵ユニットミーティング（随時） 

 けやき・かりん・優朋（たちばな含む）・オリーブ 

 

3. 利用者全体会議 

[バオバブ] 

必要に応じて朝の会後・または帰りの会前に全体会議を行っている。 

①旅行の希望 ②全体のルールの確認など ③仕事について ④希望・要望などの検討 

[プラタナス] 

月 1 回曜日を決めて、利用者の全体会議を開く。 

①年に２回のグループ外出先の話合い、毎月の調理決め ②誕生月を祝う ③行事につい

ての話  ④希望・要望などの検討 

 

Ⅶ 消防計画及び事業継続計画(BCP) 

[大門地区]（バオバブ・けやき・かりん） 

東久留米消防署へ提出した消防計画書、事業継続計画(BCP)に基づき、避難訓練等を実施する。 

1．避難訓練 

 自衛消防組織を編成し、年３回消火・避難訓練をする。年 1 回、消防署や通報機器業者と

連携して総合訓練を行なう。 

2．避難設備 

・避難経路として非常滑り台装置あり ・警報装置と連動して非常口のロックが解除 

・自動で防火シャッター作動  ・自動通報装置で消防署に連絡 ・消火器の期限の確認 

3．消防設備及び建物設備の検査・点検 



 

 

- 43 - 

 

・専門業者と契約。6 ケ月点検・及び 1 年・3 年の総合点検を行う。 

自動火災報知設備・消防機関へ通報する火災報知設備・消化器・誘導灯・ガス漏れ火災報

知設備・防排煙設備・避難設備・昇降機・給水設備・その他建物設備等の点検。まろにえ

ホールにあるバオバブ喫茶の設備点検。及びＡＥＤの点検。 

4．防火対象物点検報告  年 1 回 

5．自衛消防組織の編成および任務 

自衛消防隊長  

 

      通報連絡担当    初期消火担当    避難誘導担当     応急救護担当 

       

              

 

          

 

平
常
時 

 

常
時 

⑴119 番に通報。 

⑵到着した消防隊への

情報提供及び関係先の

連絡 

⑴水バケツ、消火器等

を使用し、初期消火 

⑵天井に燃え広がっ

たら初期消火は中止

して避難。 

⑴避難口を開放し、避難経路に従

い、避難誘導。 

⑵避難誘導は、大声で簡潔に行い

パニック防止に全力をあげる。 

⑴負傷者に応 急処

置。 

⑵救急隊との連携、

情報の提供。 

⑶負傷者の氏名、負

傷程度の記録。 

警
戒
宣
言
が
発

せ
ら
れ
た
時 

・情報収集担当とする。 

⑴テレビ、ラジオ等に

より情報を収集する。 

⑵自衛消防隊長の指示

により、必要な情報を

収集し伝達する。 

・ 点検担当とする。 

⑴区域の点検を行い、

落下防止等の被害防

止措置を実施する。 

・ 平常時の任務と同じ。 

⑴警戒宣言が発せられた場合の

伝達に先立ち、出入り口等に配置

につく。 

⑵警戒宣言が発せられた場合の

伝達に伴い避難誘導を行う。 

・応急措置担当とす

る。 

(1)危険箇所の補強

等を行う。 

(2)避難経路の確保。 

6． 防犯サービス 

・防犯のため、セコム（バオバブ・けやき・かりん）と契約。 

・建物に人がいない時に火災が発生した時は、セコムに火災通報される。 

・28 年度に、防犯体制を強化し、防犯カメラを設置した。 

[前沢地区]（プラタナス・優朋・たちばな・オリーブ） 

東久留米消防署へ提出した消防計画書、事業継続計画(BCP)に基づき、下記訓練等を実施する。 

1．避難訓練 

 自衛消防組織を編成し、年２回消火・避難訓練をする。年 1 回、消防署と連携して行なう。 

2．避難設備 

・避難経路として避難階段と非常滑り台装置あり 

 ・警報装置と連動して非常口のロックが解除 

 ・自動でスプリンクラー作動 

・自動通報装置で消防署に連絡 

3．消防設備及び建物設備の検査・点検 

・専門業者と設備点検契約。6 ケ月点検・及び 1 年・3 年の総合点検を行う。 

・消防機関へ通報する火災報知設備（平成 27 年に自動火災報知設備設置） 
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・スプリンクラー・消火器・誘導灯・ガス漏れ火災報知設備・防排煙設備・避難設備・昇降

機 

給水設備・その他建物設備等の点検。及びＡＥＤの点検。 

4． 防火対象物点検報告  年 1 回 

5． 防犯サービス 

・防犯のため、アルソック（プラタナス・優朋・オリーブ）と契約。 

・建物に人がいない時に火災が発生した時は、アルソックに火災通報される。 

・28 年度に、防犯体制を強化し、防犯カメラを設置した。 

6．自衛消防組織の編成および任務 

自衛消防隊長 

 

      通報連絡担当    初期消火担当    避難誘導担当     応急救護担当 

          

   

 

平
常
時 

 

常
時 

⑴119 番に通報。 

⑵到着した消防隊への

情報提供及び関係先の

連絡 

⑴水バケツ、消火器等

を使用し、初期消火 

(2)天井に燃え広がっ

たら初期消火は中止

して避難。 

(3)スプリンクラー作

動 

⑴避難口を開放し、避難経路に従

い、避難誘導。 

⑵避難誘導は、大声で簡潔に行い

パニック防止に全力をあげる。 

⑴負傷者に応 急処

置。 

⑵救急隊との連携、

情報の提供。 

⑶負傷者の氏名、負

傷程度の記録。 

警
戒
宣
言
が
発

せ
ら
れ
た
時 

・情報収集担当とする。 

⑴テレビ、ラジオ等に

より情報を収集する。 

⑵自衛消防隊長の指示

により、必要な情報を

収集し伝達する。 

・ 点検担当とする。 

⑴区域の点検を行い、

落下防止等の被害防

止措置を実施する。 

・ 平常時の任務と同じ。 

⑴警戒宣言が発せられた場合の

伝達に先立ち、出入り口等に配置

につく。 

⑵警戒宣言が発せられた場合の

伝達に伴い避難誘導を行う。 

・応急措置担当とす

る。 

(1)危険箇所の補強等

を行う。 

(2)避難経路の確保。 

 

Ⅷ 利用者等の安全・健康等に関する危機管理 

1．マニュアルの活用にあたって 

・マニュアルの周知徹底と実践に努め、年度末に点検・修正する。 

・危険を感じたときヒヤリハットで全職員に知らせ全員で予防、その後原因分析を行う。 

・必ず現状を報告し（何があったか、どうなっているか）、常に危険がないよう予防する。 

・ＡＩＵ保険（賠償保険）の加入をすすめる。 

2．車の運行管理       

① 運行責任者の指示のもと車の点検・修理・清掃を実施する。（年 1 回点検） 

② 定期的に運転技能の確認を久留米教習所の講習等を通して行う。 

③ 毎日、乗る前に車両の状態を点検し、車両日常点検表に記入する。 
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④ 利用者の安全を第一に運転規程・マニュアルに沿って運行し、仕事や送迎に支障ないよ

うにする。 

⑤ 車の事故時の対応 （人身事故・物損事故・車同士の事故） 

⑥ 田無警察署等に講師を頼み、安全運転講習会を開く。 

3．病気やけが・新型コロナウイルス・インフルエンザ・ノロウィルス・感染症・誤薬の予

防と対策(服薬管理) 

4．作業時・旅行時の事故への対応   

5．家庭・施設からいなくなった時の対応       

6．災害・火災・警備等の予防と対策・マニュアルの徹底（事業継続計画、備蓄品等の整備） 

7．癲癇発作時の対処と救急搬送の手順についての対応の徹底学習 

 

Ⅸ 震災・災害時の危機管理 

 [大門地区] 

1. 森の会バオバブは、東久留米市より“災害時東部地区二次避難場所”の指定を受け、行政機

関と連絡がすぐに取れるように、防災無線が設置されている。現在、ベッド、カンパン、水、

非常食も提供されている。災害時には、大門中学校から物資の供給を受ける。 

2．災害時には、森の会の利用者以外の障害者のためにも施設を開所する。 

3．二次避難所としてどう対応するか市から指導を仰いで検討していく。 

（・一次から二次への振り分けは市が行う ・どうしても皆と居られない人が対象） 

4．状況をしっかり見極め、利用者を混乱させないよう震災時の危機管理を整える。そのため

に災害時のマニュアルを見直し、訓練を実施する。 

5. 帰宅困難者対策として、従業員等の施設内待機を維持するために、３日分の飲料水、食料その

他災害時における必要な物資(備蓄品)を備蓄するよう努める。 

6．地震等災害時の非常配置の構築 

・バオバブ・優朋利用者への対応～居なくなった人がいるか、身分証の作成 等 

・家族への対応、安否確認  ・施設としての対応（市と連携） ・行政への対応と連携         

大門地区の一次避難場所： 東久留米市スポーツセンター 

（“バオバブの建物は建築上安全なので、バオバブにいる方が安全である”と防災専門家に

よる指導があったので、バオバブのメンバーはバオバブにいる。） 

東部地区の二次避難場所(障害者用)： バオバブ 

非常時の支援物資の基地： 大門中学校 

喫茶の避難場所： まろにえホールと連携し図書館前に集合、その後バオバブに移動 

けやき・かりんの避難場所： 耐震設備が整っているのでまずは、けやき・かりん  

⇒ その後バオバブ、プラタナスと連携。 
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・避難場所の明記・伝達   ・大雨、洪水の時の対応    

・けやき・かりんメンバーの安否、避難状況・帰宅支援・帰宅困難時用の備蓄（品目、量） 

・喫茶室を確認、合流する    ・従事者の仕事と役割  ・防災避難訓練の設定 

・実習、面接、研修等に出ている人への対応、実習先との連携            

・連絡網（行政、保護者、スタッフ、森の会） 

・災害時の連絡手段の検討 

7．マニュアルは随時見直し、個別の状況に臨機応変に対応できるようにする。 

 

[前沢地区] 

1. 状況をしっかり見極め、利用者を混乱させないよう震災時の危機管理を整える。そのた

めに災害時・マニュアルを見直し、大地震発生時の連絡体制なども明記した事業継続計

画を作成した。 

  職員全員で周知するとともに、備蓄品等の整備も行っていく。 

2. 地震等災害時の非常時における配置の構築 

・連絡体制と、安否確認（プラタナス利用者への対応）   

・施設としての対応（二次避難場所へ）   

・行政への対応と連携 ・身分証の作成（ヘルプカード） ・避難場所の明記・伝達     

・優朋・たちばなメンバーの安否、避難状況 ・帰宅支援 ・備蓄品（品目、量） 

・従事者の仕事と役割 ・防災避難訓練の設定 ・実習に来ている人への対応、実習先と

の連携  

3．マニュアルは随時見直し、状況に臨機応変に対応できるようにする。 

平成 28 年度は下記を実施した。 

・緊急時連絡網  一斉メールは家庭連絡網として運用する。 

緊急時伝言ダイヤルの練習を実施。 

 令和元年 事業継続計画（BCP）作成 

  備蓄品の整備 

飲料水・ご飯・備蓄パン・乾パン・情報機器・照明等・ブランケット・簡易トイレ等・

ヘルメット・バールなど 

前沢地区の一次避難場所：中央中学校 

非常時支援物資基地：久留米中学校に物資を集め分配する 

プラタナスの避難場所：耐震設備が整っているのでプラタナスにいる。 

 ⇒ その後バオバブ・優朋・たちばな・オリーブと連携。 

優朋・たちばなの避難場所：耐震設備が整っているのでまずは優朋にいる。  

⇒ その後バオバブ・プラタナス・オリーブと連携。 

オリーブの避難場所：耐震設備が整っているのでまずはオリーブにいる。 

⇒ その後バオバブ・プラタナス・優朋・たちばなと連携。 
 


